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　『日本内視鏡外科学会雑誌』28巻 6号から，新しい企画として「video articles」の掲載を開始いたしました．
「video articles」は，教育・模範的な症例，独自の手術手技の工夫，術中合併症への対応や困難症例に関する動画
論文です．本文は 1,000字以内と短めで，合計 5分以内の動画に音声または字幕で解説が加えられています．論文
トップページの URLにアクセスするか QRコードを読み込むだけですぐにストリーミング再生が可能ですので，
スマホや PCからのアクセスが迅速かつ容易です．いつでも手軽に，かつ peer reviewを経た高画質のビデオ論文
を通して学習できることは，内視鏡外科手術に特化した本誌ならではの新しい強みとしてアピールしたいところで
す．今号は，その「video articles」3編，「症例報告」8編，「私の工夫」1編から構成されています．
　まず，「video articles」から紹介いたします．（1）清水論文では，逆トレンデレンブルグ体位で行う肝脱転先
行・ロボット支援腹腔鏡下右副腎摘出術について，音声付き動画で解説されています．（2）足立論文は，脾弯授動
を伴う腹腔鏡下結腸切除術の際に，横行結腸間膜無血管野から網囊内にアプローチする手技の解説です．（3）高橋
論文では，腹腔鏡下幽門側胃切除術における No. 6と No. 8 aリンパ節郭清の術野展開に関し，それぞれ模範的症例
と不十分な郭清症例の 2例ずつが提示されており，なぜ不十分であるかも説明されています．
　「症例報告」は，（1）腹臥位 CTが膀胱閉鎖孔ヘルニアの術前診断に有用であった症例を報告した久原論文，（2）
腹腔鏡下脾部分切除術の意義・術中の実質切離と切離断端の止血制御法に着目した河島論文，（3）頻回の再発を繰
り返す腸重積症に対する腹腔鏡下虫垂切除・回盲部固定術を報告した遠藤論文，（4）結腸憩室炎に起因する結腸子
宮瘻（極めて稀）の腹腔鏡手術例を報告した山田論文，（5）肛門外に脱出した S状結腸癌腸重積例に対する腹腔鏡
下腸管切除吻合例を報告した戸嶋論文，（6）ロボット支援腹腔鏡下手術の 8 mmポート創にヘルニアが嵌頓し修復
を行った廣瀬論文，（7）傍ストーマヘルニアに対して腹腔鏡下 Sandwich plus法による修復を行った草深論文，
（8）3 D-CTシミュレーションを駆使し肺静脈の分岐形態を捉えた胸腔鏡下肺区域切除術を紹介した加藤論文（付
属の動画構成がわかりやすい！），の 8編です．
　「私の工夫」川崎論文では，T4b大腸癌に対する腹腔鏡下手術の “4つの共通戦略”を掲げた取り組みについて，
症例提示と治療成績のほか，手術手技の動画閲覧が可能です．いずれも読み応えのある，実践的かつ教訓的な内容
です． （辻仲眞康）
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